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発表者はこれまでルネサンス期イタリアの宮廷美術を研究対象としてきたが、君主称

揚のメッセージを盛る器として役割を同じくする宮廷祝祭の活人画にも関心をもつよ

うになり、更にその末裔たる近代日本の活人画についてもこのたび調査を行った。本発

表はその調査報告を趣旨とする。 

さて「活人画」とは、語の響きからも明治の香りが感じられるように、明治時代に日

本に移入されたタブロー・ヴィヴァンの翻訳語である。生きている人間が衣装をつけ、

聖書や歴史上の場面、アレゴリー等を静止した状態で再現するタブロー・ヴィヴァンは、

西欧近世以前の宗教行列や宮廷祝祭において欠かすことのできない構成要素であり、近

代以降も上流階級の夜会の余興や女学校の学芸会の出し物、またあるいは各種芸能と、

様々なかたちで市民社会に受け継がれた。 

そのタブロー・ヴィヴァンが「活人画」として、明治期の日本にもたらされることにな

る。明治 20年代から在留外国人らにより活人画の行われたことが知られているが、日

本人が主体となった活人画の上演は、明治 36年を待たねばならない。この年には立て

続けに、性格を異にする三つの活人画の企画が実現したのである。その内訳は、4月の

癸卯園遊会の活人画、7 月歌舞伎座における歴史活人画興行、そして 11 月、東京美術

学校創立十周年を祝う紀念美術祭での活人画であり、それぞれについて仔細に観察して

みるならば、舶来の活人画が日本において担った特別の役割が理解される。特に 4月の

園遊会および 7月の歌舞伎座における活人画は、明治期の歴史画の流行や演劇における

洋風舞台美術導入といった動きに棹さすものだった。 

本発表では、日本近代における活人画の歴史の見取り図を示すとともに、特に、上記明

治 36年の三つの活人画に焦点を定め、活人画が当時の日本人にいかに受け入れられた

のかという受容の枠組みの問題、活人画受容において洋画家山本芳翠の果たした役割、

そして従来詳細が不明であった歌舞伎座歴史活人画興行の復元の三点を中心に論じた

い。 

 


